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提示することには、「共有された関心領域の拡大thewidening of the area of shared 
concerns J l）や「合意の形成Jさらには「多様な個人的能力の解放theliberation 
??? ???
西晋一郎における特殊即普遍のパラダイム













































へ向けたプロセスを描くことになる。ロールズ（RawlsJohn : 1921 2002）に影



























































































































ツ（GottfriedWilhelm Leibniz : 1646-1716）や新カント派のロッツェ（R.H.Lotze: 
1817-1881）の思想のうちに追求することになる叫。
そうしたなか、西は『倫理学書解説』の分冊第10として、イギリスの哲学
者T.H.グリーン（ThomasHill Green : 1836 1882）に関する『グリイン氏倫理学
序論j（育成会、 1901年）を公刊することになるm。本書は、西によるグリーン






























































(Johann Friedrich Herbart : 1776-1841）、 J.G.フィヒテ(JohannGottlieb Fichte : 
1762 1814）、シュタインタール（HermannSteinthal : 1823-1899、民族魂を説く）
-160一
西晋一郎における特殊即普遍のパラダイム
等の名をあげ、最後にはI.H.フィヒテ（ImmanuelHermann Fichte : 1797 -1879) 
に至り、「本原に反るの意味はいよいよ明白」となったと述べている。 I.H.フィ










































































遍は個物の先に（universaliaante rem) J、②「普遍は個物の中にJ(universalia in 
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ない」（RudolfSteiner, Theosophie. Ein耐zru時 m11bersinnliche i似た吋enntnisund 





























34) ここであげるマルチノーは、鈴木大拙やE.フロムと”Christianand Buddhist" 












its Influence on Japanese Culture.＇’Kyoto 1938, The Eastern Buddhist Society, 








































































































1.分量Quantitat（ー ・多・全）、 2.性質Qualitat（実在・否定・制限）、 3.
関係Relation（付属と自存・原因と結果・相互）、 4.様態Modalitat（可能と不
可能・実容と非存在・必然と偶然とされた。鈴木大拙は、官enBuddhism and 









































































































とが実証されているDavidA Clark(edよIntrusiveThoughts in Clinical Disorders, 
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